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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国における「乳房」の表象を、中華圏・ロシア・日本の各地域における表象と
比較し、非西欧圏・社会主義圏における「乳房」イメージの生成、交流、変遷について明らかにするものである。分析
の中心となるのは、19世紀から20世紀にかけての画報（絵入り新聞）・連環画（絵物語）・ポスターなどの図像資料、
および新聞記事や文学などの文字資料である。研究成果は、株式会社ワコールの主催する「乳房文化研究会」の定例研
究会「アジアにおける乳房観　Part3～中国人女性の身体意識と文化・ファッション～」において発表したほか、書籍
として刊行予定である。

研究成果の概要（英文）：This study aims to analyze the image of the breast in China, compared with those 
in Greater China, Russia, and Japan. The sources of this study are image materials such as pictorials 
(Huabao), comics (Lianhuanhua), posters and some written texts: newspapers and literary works.
We presented a report titled "The Concept of the Breast in Asia" at a seminar of the Breast Res. Assoc. 
organized by Wacoal Corp. The final research results will be published in books.

研究分野：中国文学
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、代表者武田の研究業績のうち、
「中国乳房文化論ノート」（2009）によって
初歩的な整理のなされた中国の「乳房」表象
を、複数の領域の研究者が共同で、より学際
的かつ多角的に考察するものである。 
西欧社会における「乳房」表象については、
ロミ『乳房の神話学』、マリリン・ヤーロム
『乳房論―乳房をめぐる欲望の社会史』など、
すでに一定の研究の蓄積がある。また我が国
においても、若桑みどりの女性表象研究はジ
ェンダー理論を用いた表象研究を牽引する
役割を果たし、その後継として近年では『ひ
とはなぜ乳房を求めるのか 危機の時代の
ジェンダー表象』（2011）などの「乳房」表
象研究がある。しかし、これらの研究はジェ
ンダー理論に依拠して行なわれてきたため、
理論そのものが脱構築されるような「乳房」
表象を捨象している可能性を免れない。 
本研究ではまず、「乳房」は女性特有のも
のではない、という観点に立脚した。その上
で、ジェンダーと「乳房」表象との関連を、
「男性」やヒト以外の「動物」といった従来
の研究では重点的に扱われてこなかった対
象をも視野に入れて分析する。 
また、これまでに専論の数少ない非西欧圏、
社会主義圏の「乳房」表象を、中国を中心と
しながら、隣接地域である中華圏全域・ロシ
ア・日本をも視野に入れて扱うところに本研
究の最大の特徴がある。この三つの地域は、
西欧に遅れて「国民国家」形成を経験し、西
洋文化を受容したという共通の体験を持つ。
そのプロセスは、三地域の「乳房」観にも影
響を与えたと考えられる。 
分析の中心は中国の「乳房」表象であり、
代表者武田、分担者濱田・田村・加部がこれ
を行なう。分担者はそれぞれ、清代の文学（加
部）、中華民国から中華人民共和国にかけて
の文学（濱田）、同時期の演劇（田村）にお
ける「女性」表象の形成や変遷について研究
を行なってきた。武田・濱田・田村・加部の
これまでの研究により、中国においては、19
世紀から 20 世紀にかけて新聞・雑誌・映画
などによって西洋的な身体観がもたらされ
たことによる、「乳房」表象の転換期があっ
たことが指摘できる。本研究では、この転換
期の意味を、中華圏全域および世界的な同時
代性の中で考察し、定位する作業を進めた。 
ロシアのフォークロアおよび少女文化の
研究を行なっている分担者越野は、社会主義
国家として中国に影響を与えたロシア（ソビ
エト）の事例を検証した。また、日本の図像
資料、とりわけ戦争画について研究の蓄積を
持つ分担者向後は、日本の絵画に見られる
「乳房」を分析した。 
この研究体制により、中国・ロシア・日本
の表象比較、さらには転換期の背景となる戦
争の影響、三つの地域の「乳房」表象に求め
られた歴史的役割の変遷や同時代的共通点

の考察を試みることが可能となる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、中国における「乳房」の表象を、
中華圏（中国大陸以外の中国語圏）・ロシア・
日本の各地域における表象と比較し、非西欧
圏・社会主義圏における「乳房」イメージの
生成、交流、変遷について明らかにするもの
である。 
分析の中心となるのは、19 世紀から 20 世
紀にかけての画報（絵入り新聞）・連環画（絵
入り物語）・ポスターなどの図像資料、およ
び新聞記事や文学などの文字資料である。 
戦争を背景とした「国民国家」形成の時代、
外来の影響と自国の伝統の交錯する磁場の
下で流通した「乳房」イメージを、「戦時プ
ロパガンダ」、「女性表象」、「可視化／不可視
化されるセクシュアリティ」など多様な視点
から解読し、三地域間の歴史的記憶が構築さ
れるシステムについても考察する。 
 
３．研究の方法 
 
 研究目的を達成するための主な研究計
画・方法は以下の 5点である。 
（1）定例研究会の開催（年 2回）：研究成果・
研究情報の共有、資料閲覧、研究打ち合わせ。 
（2）資料調査の実施：中国・ロシア・日本
における資料調査を行なう。 
（3）資料のデータベース作成。 
（4）関連論考の紙媒体・WEB 上における発表。 
（5）研究成果の刊行。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果を、以下の 5点に分けて述べ
る。 
(1) 定例研究会の開催 
年 2回の定例研究会を開催し、研究成果・
研究情報の共有、資料閲覧、研究打ち合わせ
のほか、「乳房」表象関連の研究業績を持つ
専門家を招き、講演と質疑応答を実施した。
詳細は以下の通りである。 
 
① 第一回：2013 年 8月 30 日（北海道大学） 
1.2013 年度研究構想発表（研究代表者・
分担者・協力者全員） 
2.海外資料調査について打ち合わせ 
3.書籍紹介 
 
② 第二回：2014 年 2 月 1 日（早稲田大学） 
  1.ゲストスピーカー講演 
   実川元子氏（ライター、翻訳家） 
   関村咲江氏（北海道大学文学修士） 
  2.研究報告 
   加部勇一郎（研究分担者） 
向後恵里子（研究分担者） 

  3.中国調査報告 
   武田雅哉（研究代表者） 



   4.2014 年度活動予定打ち合わせ 
 
③ 第三回：2014 年 9月 15 日（北海道大学） 
  1.ゲストスピーカー講演 
   松江崇氏（北海道大学大学院文学研究
科准教授）・根岸美聡氏（北海道大学
大学院国際広報メディア・観光学院博
士課程）・楊安娜氏（北海道大学大学
院文学研究科博士後期課程） 

  2.研究報告 
   藤井得弘（研究協力者） 
田村容子（研究分担者） 

  3.チェコ調査報告 
   武田雅哉（研究代表者） 
  4.2014 年度活動予定打ち合わせ 
 
④ 第四回：2015 年 2 月 16 日（沖縄県立芸
術大学） 
1.ゲストスピーカー講演 
   尾形希和子氏（沖縄県立芸術大学美術
工芸学部教授） 

   大城さゆり氏（沖縄県立芸術大学附属
図書・芸術資料館非常勤学芸員） 
加藤志帆氏（沖縄県立芸術大学大学院
造形芸術研究科修士課程） 
2.研究報告 
 越野剛（研究分担者） 
 濱田麻矢（研究分担者） 
3.2015 年度活動予定打ち合わせ 
 
⑤ 第五回：2015 年 8月 29 日（北海道大学） 
1.ゲストスピーカー講演 
 妙木忍氏（北海道大学留学生センター
特任助教） 
 竹内美帆氏（京都精華大学大学院マン
ガ研究科博士課程） 
2.研究報告（研究代表者・分担者・協力
者全員） 
3.2015 年度活動予定打ち合わせ 
 
⑥ 第六回：2016 年 1月 23 日（京都大学） 
  1.ゲストスピーカー講演 
  田中貴子氏（甲南大学文学部教授） 
  木村朗子氏（津田塾大学学芸学部教授） 
  2.研究報告（研究代表者・分担者・協力
者全員） 
  3.研究成果出版計画打ち合わせ 
 
(2) 資料調査の実施 
平成 25 年度に、研究代表者・分担者・協
力者で、中国（大連・旅順）を訪問し、戦争
関連史跡を中心に、国内未所蔵資料の閲覧・
撮影などの調査活動を行なった。 
 平成 26 年度に、研究代表者・分担者・協
力者でロシア（ウラジオストク・ブラゴヴェ
シチェンスク）および中国（黒河・ハルビン）
を訪問し、戦争関連史跡、身体表象に関する
博物館における視察、また国内未所蔵資料の
閲覧・撮影などの調査活動を行なった。 
また、平成 25 年度から 27 年度にかけて、

研究代表者・分担者が日本における「乳神」
信仰の関連施設を訪問し、視察・撮影を行な
った。個別に行なった調査の内容は、定例研
究会における口頭報告および共同研究の内
部連絡誌に報告書を執筆する形で情報を共
有した。 
 
(3)資料のデータベース作成 
 平成 25 年度から 27 年度にかけて、研究代
表者武田の所蔵する連環画など中国の図像
資料を中心に、資料のスキャン作業およびデ
ジタルデータ化を進め、データベース構築の
ための基礎的作業を実施した。 
その成果の一部として、学術研究誌『連環
画研究』第 5号（2016、北海道大学連環画研
究会）を発行した。 
 
(4) 関連論考の紙媒体・WEB 上における発表 
 平成 25 年度から 27 年度にかけて、研究代
表者・分担者が、研究成果を論文・口頭報告・
書籍などの形で発表した。その詳細は、「５．
主な発表論文等」を参照されたい。 
 本研究の代表的な成果として、研究代表者
武田の「中国乳房文化論ノート」（共著『乳
房の文化論』所収、淡交社、2014）、および
研究代表者武田と分担者田村が口頭報告を
行なった乳房文化研究会・定例研究会「アジ
アにおける乳房観 Part３～中国人女性の身
体意識と文化・ファッション～」（2015 年 10
月 24 日、株式会社ワコール京都本社）など
が挙げられる。 
これらは、いずれも株式会社ワコールが主
催する「乳房文化研究会」と連携し、本研究
の成果を広く社会に対して公開したもので
ある。「乳房」というテーマを媒介に、医学・
健康科学分野の研究者が多数所属する「乳房
文化研究会」と、図像や文字資料を研究対象
とする本研究との交流が、今後の人体表象に
関する共同研究の可能性を切り開いたこと
の意義は大きいと考える。 
 
(5) 研究成果の刊行 
(1)から(4)までの本研究の成果は、書籍の
形に整理し、一般書として出版する予定であ
る。研究代表者・分担者・協力者および定例
研究会に招いたゲストスピーカーが、口頭報
告・質疑応答を経て情報の共有を行なった内
容を有機的に連携させ、中国・日本・ロシア
および東欧・西欧の「乳房」表象を比較考察
する。 
 平成 27 年度に、出版社の担当編集者を交
えた出版計画打ち合わせを行なっており、平
成 28 年度内に原稿を整え、平成 29 年度の刊
行をめざす。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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